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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 18年 4月 13日 (2006.4.13)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 対 象 項 目 名 】 全 文
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 １ 枚 の 金 属 材 を 打 ち 抜 き 成 形 す る 事 に よ り 、 所 定 の 外 形 及 び 透 孔 を 有 す る 素 板 を 形 成 し
、 こ の 素 板 に プ レ ス 加 工 に 基 づ く 曲 げ 加 工 を 施 す 事 に よ り 、 互 い に ほ ぼ 平 行 な １ 対 の 側 壁
部 と こ れ ら 両 側 壁 部 の 幅 方 向 一 端 縁 同 士 を 連 結 す る 連 結 部 と を 形 成 し て 成 り 、 こ れ ら 両 側
壁 部 の 互 い に 整 合 す る 位 置 に 形 成 し た 少 な く と も １ 対 の 通 孔 と 、 上 記 連 結 部 の 一 部 に 設 け
た 、 少 な く と も １ 個 の 係 合 部 と を 板 金 製 ロ ッ カ ー ア ー ム を 製 造 す る 板 金 製 ロ ッ カ ー
ア ー ム の 製 造 方 法 で あ っ て 、 上 記 素 板 の 一 部 で 上 記 係 合 部 と な る べ き 部 分 に 隣 接 す る 端 縁
か ら 所 定 量 分 突 出 し た 突 出 部 を 、 こ の 係 合 部 と な る べ き 部 分 に 向 け 、 こ の 所 定 量 よ り も 少
な い 長 さ 分 だ け 上 記 素 板 の 面 方 向 に 押 圧 す る 事 に よ り 、 こ の 係 合 部 と な る べ き 部 分 の 厚 さ
を 増 大 さ せ て 、 一 部 が 上 記 素 板 の 他 の 部 分 よ り も 面 方 向 に 突 出 し た 厚 肉 部 と し た 後 、 こ の
厚 肉 部 に 係 合 部 を 形 成 す る 工 程 を 有 す る 板 金 製 ロ ッ カ ー ア ー ム の 製 造 方 法 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ８
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 本 発 明 の 板 金 製 ロ ッ カ ー ア ー ム の 製 造 方 法 に よ り 造 る 板 金 製 ロ ッ カ ー ア ー ム は 、 １ 枚 の
金 属 材 を 打 ち 抜 き 成 形 す る 事 に よ り 、 所 定 の 外 形 及 び 透 孔 を 有 す る 素 板 を 形 成 し 、 こ の 素
板 に プ レ ス 加 工 に 基 づ く 曲 げ 加 工 を 施 す 事 に よ り 、 互 い に ほ ぼ 平 行 な １ 対 の 側 壁 部 と こ れ
ら 両 側 壁 部 の 幅 方 向 一 端 縁 同 士 を 連 結 す る 連 結 部 と を 形 成 し て 成 り 、 こ れ ら 両 側 壁 部 の 互
い に 整 合 す る 位 置 に 形 成 し た 少 な く と も １ 対 の 通 孔 と 、 上 記 連 結 部 の 一 部 に 設 け た 、 少 な

備 え た



く と も １ 個 の 係 合 部 と を
【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ３ １
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ３ １ 】
　 特 に 、 本 発 明 の 板 金 製 ロ ッ カ ー ア ー ム の 場 合 に は 、 。 こ の
為 、 厚 さ が 均 一 な １ 枚 の 金 属 板 か ら ロ ッ カ ー ア ー ム を 一 体 成 形 す る に も 拘 ら ず 、

を 、 １ 対 の 側 壁 部 の 厚 さ よ り も 大 幅 に 大 き く で き る 。 従 っ て 、 こ の 係 合 部 を 含 む 連 結
部 に 作 用 す る 応 力 を 大 幅 に 低 減 し て 、 無 駄 な 重 量 増 大 を 招 来 す る 事 な く 、 板 金 製 ロ ッ カ ー
ア ー ム の 強 度 並 び に 剛 性 を 確 保 で き る 。 又 、 上 記 両 側 壁 部 の 厚 さ は 、 こ れ ら 両 側 壁 部 に 要
求 さ れ る 強 度 並 び に 剛 性 を 確 保 で き る も の で あ れ ば 良 く 、 必 要 以 上 に 大 き く す る 必 要 が な
い 。 従 っ て 、 こ れ ら 両 側 壁 部 の 外 側 面 同 士 の 間 隔 で あ る 、 上 記 板 金 製 ロ ッ カ ー ア ー ム の 幅
を 小 さ く で き て 、 こ の 板 金 製 ロ ッ カ ー ア ー ム を 、 エ ン ジ ン 内 部 の 限 ら れ た 空 間 内 に 組 み 込
む 為 の 設 計 が 容 易 に な る 。
　 こ の 為 、 軽 量 且 つ 低 コ ス ト で 造 れ 、 し か も 十 分 な 耐 久 性 を 有 す る 板 金 製 ロ ッ カ ー ア ー ム
の 製 造 方 法 を 実 現 し て 、 ロ ッ カ ー ア ー ム を 組 み 込 ん だ エ ン ジ ン の コ ス ト 低 減 と 高 性 能 化 と
を 図 れ る 。
【 手 続 補 正 ４ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ３ ２
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 図 １ ～ １ ３ は 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 の １ 例 を 示 し て い る 。 尚 、 の 特 徴 は 、 連 結 部 ３
ａ の 片 面 に 設 け た 係 合 部 ６ ａ （ 図 １ ０ ～ １ １ ） に そ の 基 端 部 を 突 き 当 て た 弁 体 を 付 勢 す る
バ ル ブ ス プ リ ン グ の 弾 力 を 大 き く し 、 上 記 係 合 部 ６ ａ に 加 わ る 力 が 大 き く な っ た 場 合 で も
、 上 記 連 結 部 ３ ａ の 耐 久 性 を 十 分 に 確 保 す べ く 、 上 記 係 合 部 ６ ａ の 強 度 を 向 上 さ せ る 為 、
上 記 連 結 部 ３ ａ の 厚 さ ｔ 3 a を 十 分 に 大 き く す る 為 の 方 法 に あ る 。 本 発 明 の 製 造 方 法 に よ り
造 ら れ る 板 金 製 ロ ッ カ ー ア ー ム の そ の 他 の 部 分 の 構 成 は 、 前 述 の 図 １ ４ 、 ２ ０ に 示 し た 先
発 明 の 板 金 製 ロ ッ カ ー ア ー ム １ と 同 様 で あ る か ら 、 重 複 す る 説 明 は 省 略 若 し く は 簡 略 に し
、 以 下 、 本 発 明 の 特 徴 部 分 を 中 心 に 説 明 す る 。
【 手 続 補 正 ５ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ３ ３
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 の 製 造 方 法 に よ り 板 金 製 ロ ッ カ ー ア ー ム を 造 る 場 合 、 先 ず 第 一 工 程 で 、 図 １ に 示 す
様 な 第 一 素 板 １ ８ を 造 る 。 即 ち 、 こ の 第 一 工 程 で は 、 例 え ば ３ ～ ４ mm程 度 の 厚 さ を 有 す る
炭 素 鋼 板 等 、 十 分 な 剛 性 を 有 す る 金 属 板 （ 平 板 材 若 し く は コ イ ル 材 ） を 、 図 示 し な い プ レ
ス 装 置 の 打 抜 き 型 と 受 型 と の 間 に 供 給 し 、 こ れ ら 両 型 同 士 の 間 で 、 上 記 第 一 素 板 １ ８ を 打
ち 抜 き 形 成 す る 。 こ の 第 一 素 板 １ ８ は 、 図 １ （ Ａ ） に 示 す 様 に 、 正 方 形 若 し く は 矩 形 の 主
部 １ ９ の 一 端 （ 図 １ の 上 端 ） 縁 の 中 央 部 に 、 正 方 形 若 し く は 矩 形 の 突 出 部 ２ ０ を 形 成 し て
成 る 。 こ の 突 出 部 ２ ０ は 、 上 記 第 一 素 板 １ ８ の 一 部 で 、 上 記 係 合 部 ６ ａ と な る べ き 部 分 、
即 ち 、 図 １ （ Ａ ） で 上 記 主 部 １ ９ の 上 端 中 央 部 に 隣 接 す る 端 縁 か ら 、 所 定 量 Ｈ 分 だ け 突 出
し て い る 。
【 手 続 補 正 ６ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
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【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ３ ４
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 上 述 の 様 な 第 一 素 板 １ ８ に は 、 続 く 第 二 工 程 で 、 本 発 明 の 特 徴 で あ る 、 据 え 込 み 加 工 （
upsetting ） と 呼 ば れ る を 施 す 事 に よ り 、 図 ２ に 示 す 様 な 第 二 素 板 ２ １ と す る 。
こ の は 、 上 記 図 １ に 示 し た 突 出 部 ２ ０ を 、 上 記 係 合 部 ６ ａ と な る べ き 上 記 主 部 １
９ の 一 端 部 に 向 け 、 上 記 第 一 素 板 １ ８ の 面 方 向 （ 図 １ ～ ２ の 下 方 向 ） に 、 上 記 所 定 量 Ｈ よ
り も 少 な い 量 （ こ の 所 定 量 Ｈ と 後 述 す る 突 出 量 ｈ と の 差 「 Ｈ － ｈ 」 分 だ け ） 押 圧 す る 事 に
よ り 行 な う 。 即 ち 、 上 記 第 一 素 板 １ ８ の 主 部 １ ９ を 、 上 記 第 二 素 板 ２ １ の 形 状 に 見 合 う 形
状 を 有 す る 、 図 示 し な い 受 型 内 に セ ッ ト し た 状 態 で 、 上 記 突 出 部 ２ ０ を 、 や は り 図 示 し な
い 押 型 に よ り 、 上 記 主 部 １ ９ に 向 け 押 圧 す る 。 上 記 受 型 は 、 上 記 主 部 １ ９ を 密 に 内 嵌 自 在
で 、 上 記 係 合 部 ６ ａ に 見 合 う 部 分 の 空 間 の 厚 さ の み 、 こ の 係 合 部 ６ ａ の 厚 さ 寸 法 に 見 合 う
分 だ け 大 き く な っ て い る 。 こ の 様 な 受 型 内 に 上 記 第 一 素 板 １ ８ の 主 部 １ ９ を セ ッ ト し た 状
態 で 、 上 記 突 出 部 ２ ０ を 上 記 押 型 に よ り こ の 主 部 １ ９ に 強 く 押 圧 す れ ば 、 上 記 係 合 部 ６ ａ
と な る べ き 部 分 で あ る 、 こ の 主 部 １ ９ の 一 端 中 央 部 の 厚 さ が 増 大 し て 、 図 ２ に 示 す 様 な 第
二 素 板 ２ １ を 得 ら れ る 。 こ の 第 二 素 板 ２ １ は 、 上 記 主 部 １ ９ の 一 端 中 央 部 で 上 記 係 合 部 ６
ａ と な る べ き 部 分 に 、 他 の 部 分 よ り も 厚 さ 寸 法 が 大 き く な っ た 、 厚 肉 部 ２ ２ が 形 成 さ れ た
も の で あ る 。 こ の 厚 肉 部 ２ ２ は 、 上 記 第 二 素 板 ２ １ の う ち で こ の 厚 肉 部 ２ ２ 以 外 の 部 分 （
特 許 請 求 の 範 囲 に 記 載 し た 「 他 の 部 分 」 ） よ り も 、 面 方 向 に ｈ だ け 突 出 し て い る 。
【 手 続 補 正 ７ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ４ ４
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 又 、 得 ら れ た 上 記 第 一 中 間 素 材 ２ ６ の う ち 、 上 記 厚 肉 部 ２ ２ に 対 応 す る 連 結 部 ３ ａ の 幅
Ｗ 3 a は 、 図 ９ （ Ａ ） に 示 す 様 に 、 上 記 第 一 中 間 素 材 ２ ６ を 構 成 す る １ 対 の 側 壁 部 ２ 、 ２ 同
士 の 間 隔 Ｄ 2  よ り も 大 き く 、 こ の 第 一 中 間 素 材 ２ ６ の 幅 Ｗ 2 6 以 下 （ Ｗ 2 6 ≧ Ｗ 3 a ＞ Ｄ 2  ） と
な る 。 こ の 様 に 連 結 部 ３ ａ の 幅 Ｗ 3 a を １ 対 の 側 壁 部 ２ 、 ２ 同 士 の 間 隔 Ｄ 2  よ り も 大 き く す
る 事 で 、 こ の 連 結 部 ３ ａ に 形 成 し た 係 合 部 ６ ａ の 厚 さ 方 向 に 大 き な 力 が 作 用 し て も 、 こ の
係 合 部 ６ ａ に 亀 裂 等 の 損 傷 が 発 生 し に く く で き る 。 こ れ に 対 し て 、 上 記 各 側 壁 部 ２ 、 ２ を
曲 げ 加 工 し た 後 、 上 記 連 結 部 ３ ａ に 対 応 す る 部 分 に 据 え 込 み 加 工 に よ る を 施 す と
、 図 ９ （ Ｂ ） に 示 す 様 に 、 厚 肉 部 ２ ２ ａ の 幅 が １ 対 の 側 壁 部 ２ 、 ２ 同 士 の 間 隔 Ｄ 2  よ り も
小 さ く な る 為 、 こ の 厚 肉 部 ２ ２ ａ に 形 成 し た 係 合 部 に 大 き な 力 が 加 わ っ た 場 合 に 、 十 分 な
耐 久 性 を 確 保 し に く く な る 。
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